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〇後期学校評価について 

後期アンケートの結果を分析した評価・改善策等が学校から報告されましたので、一部を抜粋します。 

＜重点項目 1＞自主性 

「学習や生活において、自分で考え課題を解決したり、自分で 

判断して行動したりしています」に肯定的回答をした生徒は 

前期よりポイントがやや低かった。生徒が使用している「生活 

ノート」を通して、成長の実感を促したい。 

＜重点項目２＞協働性 

「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」に肯定的回答をした生徒は前期よりやや高く

なった。今後さらに人権教育、道徳教育など多面的に生徒を育てていくことが重要である。 

＜重点項目３＞自律性 

「自分にはよいところがあります」、「自分で決めた目標に向けて粘り強く取り組んでいます」に肯定的

回答をした生徒が前期よりも高かった。生徒自身が振り返りをすることで成長を実感できていると思わ

れる。しかし、否定的回答をしている生徒もいることも受け止め、様々な活動を通して生徒たちの粘り強

さを育んでいきたい。 

＜重点項目４＞創造性 

「授業や行事などで仲間と話し合い、最適解・納得解を導き出すことができた」に肯定的回答をした生徒

が前期よりも高かった。行事や普段の授業で活発な生徒たちが多くいたと感じている。 

 

〇次年度の学校運営の基本方針について（説明と承認） 

☆R7 年度、目指す生徒像は…教育目標である「自主・他敬・自愛・創造」を軸として… 

「幸福な未来（Well-being）を創るためにその方法を探究し学び合う生徒」 

☆そのために必要な力…資質・能力育成の重点は… 

目的意識    課題把握    自分事    対話 

☆「生活ノート」を基軸に自己調整、時間管理を行う。 

⇒学習時間、睡眠時間やメディア時間等を記録⇒レーダーチャート化し、わかりやすく把握する。 

⇒自己の成長を振り返り、自己肯定感の向上を目指す！ 

★次年度の学校運営の基本方針は承認されました。 

 

〇部活動について【現在 地域移行中】 

R８年３月３１日をもって部活動は廃止します。 
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〇その他の課題 

・学力と SNS の相関性があるのでは？ 

・夏休み明けから食缶給食が開始されるが、エレベーターが設置される

までの期間の運搬はどうするか、アレルギー対応は？など課題がある。 

・部活動が地域以降になって、放課後の過ごし方が変わるのではないか。 


